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ドラッグキャリアの効率的な細胞取り込みには、キャリア表面の特性が重要である。我々は、

微粒子を被覆した高分子電解質の種類が、細胞の微粒子取り込みに影響を与え、カチオン性ポリ

ペプチドで被覆した粒子は、合成ポリカチオンで被覆したものよりも取り込み量が多いと報告し

た[1]。一方、高分子電解質膜の細胞毒性は、膜厚と表面の高分子の種類に依存する[2]。そこで、

高分子電解質被覆粒子と、それを中空化したカプセル、また、高分子電解質で被覆後にポリエチ

レングルコール(PEG)で修飾した粒子が、細胞膜に与える影響を調べることを目的とした。 

粒径 1μm のシリカ粒子に交互吸着法で高分子電解質を被覆した。層構造は、silica/poly dially 

dimethy ammonium chloride (PDDA)/poly sodium stylenesulfonate (PSS)/poly fluorescein isothiocyanate 

allylamine hydrochloride (FITC-PAH)/PSS/polyethylenimine (PEI)である。このように被覆後、シリカ

粒子をフッ酸で除去し、中空化したカプセルと、表面を PEG化した粒子を用意した。粒子または

カプセルは、ハンクス塩平衡溶液に分散され、HeLa 細胞に撒かれた。1時間のインキュベーショ

ンの後、粒子やカプセルは FITC-PAH の二光子励起蛍光像、細胞膜は RH237 染色による光第

二高調波発生(SHG)像で観察した。 

正常な細胞膜に比べ、損傷を受けた膜は、SHG 強度が低下する。被覆粒子(Fig.1(a))に比べ、カ

プセル(Fig.1(b))の方が膜のSHG強度が低く、後者の方が膜へのダメージが顕著であった。これは、

カプセル化により高分子電解質膜の柔軟性が増したことが原因と考える。一方、PEG 化粒子の場

合(Fig.1(c))が最も SHG強度が強く観測され、膜ダメージが見られず、PEG化が高分子電解質膜の

細胞毒性を著しく低減していることが確認できた。 

   

Fig.1粒子またはカプセルの像(緑)と細胞膜の像(紫) (a)被覆粒子, (b)カプセル, (c)PEG化粒子 
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